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　冷戦終焉後、個人の権利、自由市場経済、開放的な
国境等を掲げるリベラリズムは、普遍的な政治秩序とし
て広く受容されてきた。しかし近年、経済格差の拡大、
地域共同体の衰退、宗教や家族の弱体化、文化的分断
や政治不信を背景に、その前提を問い直す動きが、欧
米を震源地として世界各地で強まっている。
　こうした動向の中で注目を集めてきたのが、政治思想
家パトリック・J・デニーン氏である。デニーン氏は、
『リベラリズムはなぜ失敗したのか』において、「リベ
ラリズムは未完の理想にとどまったがゆえにではなく、
むしろ、その理念を実現したがゆえに失敗した」と論
じ、個人の自由を最優先するリベラリズムが、共同体や
公共精神を衰退させたとの問題を指摘した。近年は、
宗教・家族・地域共同体を重視するポストリベラルな政
治秩序の可能性を提起している。
　今日の世界に目を向ければ、グローバリズムへの反発
や国家主権の再評価を背景に、欧米では、自由主義秩
序をめぐる対立が一層鮮明になっている。他方、過日の
ハンガリーの政変に示されるように、ポストリベラル的
潮流もまた、新たな局面を迎えている。これらの世界
的な動向と、日本の未来は決して無縁ではない。
　本シンポジウムは、デニーン氏との対話を通じ、自由
と共同体、個人と公共善をめぐる問いを多角的に掘り
下げる。そして、自由主義秩序の未来、ポストリベラル
時代における政治共同体のあり方を展望したい。
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リベラリズムと
ポストリベラリズムの対話
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パトリック・デニーン
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